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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

乳房手術のアウトカム評価において患者主観的評価は非常に重要である。BREAST-Q は, 乳房

手術が患者の健康関連 QOL と満足度に与える影響を計測するための患者主観的評価尺度であ

る。我々は BREAST-Q 日本語版開発を行った。 BREAST-Q 日本語版過程においては, 言語

的・内容的同等性を保つため, ２版の順翻訳, 統合, 逆翻訳, Patient testing というステップを経

た。性的健康感に関する質問項目は回答しにくいという意見もあったが, 内容は妥当であると考えら

れた。 
Field test において乳房切除術モジュールの計量心理学的特性を検討したところ, 乳房の満足

度, 心理社会的健康感, 身体的健康感, 治療への満足度の下位尺度は信頼性・妥当性が良好で

あった。性的健康感についてはより若い年齢層を対象として更に検討する必要があると考えられる

が, 乳房切除術の影響を計測する上で必要な要素であり, 日本語版から削除するべきではないと

判断した。 
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